
⾚磐市の農業⽤ため池の状況

ため池管理保全法に基づく届出数農業⽤ため池の数 うち防災重点農業⽤ため池の数
27（100％）330688

〇届出状況

〇ため池の管理・保全に係る取組

〇ハザードマップの作成・公表状況
・133池の防災重点農業用ため池でハザードマップを作成し、各地区の集会所に
掲示するとともに各戸に配布。

・赤磐市の農業用水は、市内を流れている旭川水系、吉井川水系及び市内に点在
している688個のため池によりそのほとんどがまかなわれている。

・ため池の所有者は赤磐市であり、維持管理（草刈り・水位調整）は地元で実施。
・大雨時には、岩田大池について低水位管理を実施。
・低水位管理に当たり農業用水の受益者と調整を行い、農業に支障とならない水
位を経験則から決定。その結果、農業用水が大量に必要となる代掻き前は洪水
吐きから約0.6ｍ、それから後のかんがい期は約１ｍ下げた水位で管理すると
いうことになり、その高さに上下２門の排水樋門を設置し、状況に応じた低水
位管理を行っている。

〇多⾯的機能の発揮状況
・赤磐市では、旭川水系流域治水プロジェクトの取組として、田んぼダムの取組
（47.7ha(Ｒ５現在)）や、農業用ため池（岩田大池）の低水管理及び事前放流
を実施。
いわたおおいけ

・岩田大池は、大雨時に流出量を抑制するため、洪水吐きより下に排水樋門を
設置し、大雨時に常に一定量の排水をすることで雨水貯留能力を高め、下流域
の浸水被害リスクを低減。（農閑期で40,000ｍ３の調整容量）
ひこぎおおいけ

・日古木大池では、毎年水神祭を行っており、市長、水利組合長、区の役員等が
参加し、豊作を祈念。
みんじゅんいけ

・民潤池では、消防団の一斉放水訓練を実施。

消防団の一斉放水訓練の様子ため池管理の活動状況（穂崎地区 中次戸池）1
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